
２００７新潟県中越沖地震による
東電柏崎刈羽原子力発電所の
５学会合同被害調査の概要
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土木学会、地盤工学会、日本地震工学会、

日本建築学会、日本地震学会



五学会合同調査の目的

東京電力より被害の概要説明を受ける

記録地震動のデータを観る

原発の現地（地盤・建物・施設）を視察する

損傷に関する要検討項目を伝える

原発の耐震安全性の向上策を述べる

設計担当者と質疑応答する

各自レポートを書く、公開する



















































柏崎刈羽原子力発電所 １－４号機



排気煙突とダクトの接合部の損傷



排気煙突とダクトの接合部の損傷



建物周辺地盤の沈下と地割れ



変圧器接続ケーブルからの火災



地盤の沈下（埋設洞が浮き上がって見える）



支持台の沈下によりケーブルがショートし火災発生



支持台の沈下によりケーブルがショートし火災発生



沈下により道路が波うっている



変圧器の一部が傾いている



















加速度記録

２００７年７月１６日 １０：１３AM
１号機地下５階（基礎版上）EW成分
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原発地震記録の公開

東京電力よりの提供の地震記録データを

震災予防協会において、実費頒布中です。

詳しくは、震災予防協会のホームペイジ

を参照してください。

http://www.adep-jp.com/



弾性応答スペクトル
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必要強度スペクトル
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支持基盤，表層，構造物の地震応答の特性

埋め戻し
表層

支持基盤



五学会合同調査の目的

東京電力より被害の概要説明を受ける

記録地震動のデータを観る

原発の現地（地盤・建物・施設）を視察する

損傷に関する要検討項目を伝える

原発の耐震安全性の向上策を述べる

設計担当者と質疑応答する

各自レポートを書く









五学会からの参加者

土木学会；濱田政則、川島一彦、丸山久一

小長井一男、橋本隆雄、家村浩和

建築学会


